【小説設定資料】
■登場人物

【男子サイド】
・日向 雄心（ひなた ゆうしん）
　女の子ネーム：心愛（ここあ）
本作の主人公。乃々愛の兄。
男子の中で最も反抗的でプライドが高く、女子を見下している。敗北を強く嫌う性格。
学年：高校2年生

・神谷 奏太（かみや そうた）
　女の子ネーム：愛奏（めろでぃ）
雄心の友人。
本来は穏やかだが、雄心とつるんでいるため周囲からの印象は良くない。仲間思いで行動力がある。
学年：高校2年生

・相沢 結陽（あいざわ ゆうひ）
　女の子ネーム：結音（りぼん）
雄心の友人。
感情を表に出さない冷めた性格で、雄心同様に女子を見下している。合理的だが状況変化に弱い。
学年：高校2年生

【女子サイド】
・日向 乃々愛（ひなた ののあ）
雄心の妹。
明るく人懐っこいが、内面では計算高く他人を追い詰めることを楽しむ。復讐の主導者。
学年：高校1年生

・黒瀬 真奈（くろせ まな）
乃々愛の友人。
冷静で感情を表に出さないドS気質。相手を見下し、支配することに快感を覚える潜在的な女王様タイプ。
状況を論理的に組み立て、支配を主導する中核的存在。
学年：高校2年生

・白石 歌恋（しらいし かれん）
乃々愛の友人。
ギャル系の軽いノリで振る舞うタイプ。
催眠で支配された男子を“おもちゃ”として扱い、深く考えず楽しんでいる。
学年：高校2年生

※女の子ネームは元の名前の漢字を用いたもので、本人に強い違和感と屈辱を与える呼称として扱う。



■取り入れてほしい催眠暗示（案）

・強制お着替え系催眠
被催眠者の意思に反して衣装を着用させる暗示。

以下のいずれの演出でも可とします：
① 意識（抵抗）がある状態で、身体のみが勝手に動き着替えさせられる
② 一時的に意識を失い、着替え完了後に意識（抵抗）を取り戻す

また、一度着用させられた衣装は、自らの意思では脱衣できない状態とする。

・強制踊ってみた系催眠
被催眠者は一度見たダンス動画（「踊ってみた」やTikTok等）の振り付けを無意識に記憶する。

特定の音源が流れることでトリガーが発動し、
本人の意思とは無関係に身体が自動的に動き、踊り続けてしまう。

・強制服従系催眠
被催眠者は、自身に付与された「女の子ネーム」で呼ばれた際の命令に対して、
強い服従状態に陥り、逆らうことができなくなる。

通常時は抵抗可能であっても、
女の子ネームで名指しされた命令に限り、強制的に従ってしまう点が特徴。
また、発動時には媚びた口調での返答や、命令内容の復唱を行ってしまう。

・強制フリフリ系催眠
被催眠者がスカートやパニエ等を着用している状態で、
特定のキーワード（例：「スカートフリフリ♡」）がトリガーとなる。

発動時、両手を腰に添えた状態で左右にスカートを揺らし続ける、
いわゆるフリフリダンス状態となる。

この際、身体の動きは完全に制御される一方、
意識や羞恥心は保たれたままとする。



■あらすじ

物語は、日向雄心に対する妹・乃々愛の「これまでの仕打ちへの仕返し」から始まる。
乃々愛は催眠暗示を雄心に掛けることに成功し、復讐を開始する。

雄心は強い男としてのプライドから激しく反発する。
だが、催眠暗示の力に抗うことはできず、抵抗の末、毎回最後は屈服させられてしまう。

やがて復讐はエスカレートし、
乃々愛の親友であり、雄心にとっては犬猿の仲である真奈と歌恋が加わる。

真奈の冷酷かつ隙のない支配により、雄心は抵抗の意思を保ちながらも完全に主導権を奪われ、
次第に“おもちゃ同然”の扱いへと追い込まれていく。

一方、雄心の親友である奏太と結陽は、
学校での態度の変化や放課後の付き合いの悪さから不審を抱き、雄心の自宅へ潜入する。

そこで2人は、あれほど男らしさを体現していた雄心が、
女装させられ、“おもちゃ”として扱われている光景を目撃してしまう。

事態を理解した奏太と結陽は、雄心を助けるために乱入する。

男子2人対女子3人という状況から優位に立てるはずだったが、
真奈はすでに催眠で操り人形と化した雄心を前に立たせ、2人と対峙させる。

親友である雄心を相手に、本気で動くことができない奏太と結陽。
その隙を突かれ、2人は拘束されてしまう。

そしてそのまま、雄心と同様の催眠暗示を余すことなく掛けられる。

意識を取り戻したときには、すでに身体の自由は奪われており、
手始めにお着替え催眠を発動させられることで、
自分たちもまた催眠に堕ちたことを突きつけられる。

こうして3人は、抵抗の意思を残したまま支配下に置かれ、
逃げ場のない状況へと追い込まれていく。

さらに、3人は1対1のペアを組まされ、
衣装だけでなくお下がりの下着に至るまで強要されるなど、
支配はより直接的かつ屈辱的なものへと変化していく。

その後も支配は日常化し、
ある日は、真奈・歌恋・乃々愛が文化祭の有志発表で披露していた「アイカツ！」のコスプレとダンスを、
かつてそれを嘲笑していた雄心たち自身が、お下がりの衣装で強要される。

見下していた側であったはずの3人は、
今度は同じ舞台に立たされ、女装という強烈な羞恥の中でダンスを披露させられ、
真奈たちから嘲笑される立場へと転落していく。

またある日は、歌恋の姉の伝で手に入れた「めいどりーん」のメイド服を着せられ、
メイドとしての振る舞いやご奉仕を強制される。

物語は、3人がそのまま支配され続ける日常へと組み込まれていき、救いのないバッドエンドへと至る。
